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Miocene paleogeography of the Setouchi Geologic Province, Japan, a revision 

Junji Itoigawa* and Hiroshi Shibata** 

(Abstract) 

The Miocene paleogeographic maps presented by Shibata and Itoigawa (1980) are revised on 

the basis of new data obtained in the last ten years. Six paleogeographic maps (CD- ®) covering 

a time interval of 15 to 22 Ma are newly compiled based on a new correlation table. 

They show the fo llowing paleogeographic phases in chronological order; 

(D volcanic activity in a small lake in the Kani basin of the Tono region and sedimentation in 

forarc basins in the Kii Peninsula and the Kakegawa area; 

@ the first sea invasion into the lchishi and Morozaki basins with small lakes in the Tono region 

and the Seki area; 

® the second invasion of the sea into the area wider than in the @ stage; 

© the maximum phase of the second invasion the sea reaching Tomikusa and Okuyamada; 

® the third marine invasion spread to the west Setouchi province for the first time, influence of 

tropical sea waters to central to southwent Japan and development of mangrove swamps in the 

west Setouchi province and the Mizunami area; 

® very rapid subsidence in the whole area and formation of a wider and deeper sea. 

Paleogeographic maps of the Japanese Islands at ca. 16 and 17 Ma are a lso presented. 
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糸焦川淳ニ ・柴田 博

地形，海の深さ，底質，貝類群集なども記入されていて，日本の中新世の地史 ・古地理を論ず

る上で有意義なものであったと考えられる．

それ以来10年以上の日時を経過し， 瀬戸内区中新統を含め，日本の新第三系に関する知識は

飛躍的に増加した． IGCP-246国内ワーキンググループの新第三紀についてのまとめ，地方地質

誌の発行など，総合的なものを初め，地域地質，年代，対比， 古環境 ・古地理などについての

数多くの研究がなされた．

これらのデータ，特に対比， 提示された各地域の古地理図を参考と して，以前の対比 ・古地

理図を再検討し，改訂することとした．

なお，本研究の費用の一部は平成4年度文部省科学研究貨補助金（一般研究C-04640720,総

合研究A-03302023)によ った．

1.年代・対比

年代・対比についての資料として，微化石，絶対年代 (K-Ar年代，FT年代），古地磁気年

代などがある．時間的に短く，ひろがりの大きい，特徴的な古環境を指標として使う こともで

きる．

本論文では，瀬戸内中新統とそれに関連する地域の層序を示し，対比を行った（第 1図，第

2図a-d). 千地はか (1989)は最新の年代データを総合してつ〈られた対比を示しているの

で，基本的にはそれに準拠した．さらに，最近のいくつかの総合的対比案，年代のデータを参

考に して調整した． 主な文献を下記に示す．なお，総合的対比案に示されている，各個のデー

2) TSUYA瓜` 8ぶ゚ 閃・r,;‘•エ喝え゜950盃心五’4己‘•'200...、
l) H I YOSIII -S:108ARA占；？；，公 • 83 ヽ！
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181 KAIll "“191 1inuIIml 490 

，，，＃ぺ叩ゞ
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叫:AJS`:OO2719：令A|

135° 

第1図 瀬戸内区中新統の分布 ・柱状図の位置・層厚数字は層厚（柴田，1985を改訂）

Fig.I, Distribution of Setouchi Miocene Series, localities of columnar sections in Fig. 2 and 

thickness (numerals in m). (after Shibata, 1985, revised) 
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瀬戸内区の中新世古地理（改訂版） 7
 

タについては文献引用を省略した．

l)瀬戸内区各地 ：巽・横山 （1978)ー小豆島火山岩類のK-Ar年代；巽ほか (1980)ーニ上

山火山岩類のK-Ar年代；横山はか (1984)ーニ上山火山岩類のFT年代 ；岩村研究グループ

(1989)一岩村層群（岩村盆地の瑞浪層群） 阿木累層の層序上の位置； Itoigawa(1991 b)一瑞

浪層群・岩村層群 ・可児層群（可児盆地の瑞浪層群）の相互関係．

2)瀬戸内区：糸魚川 (1988); Yoshida ( 199 1) 一浮遊性有孔虫による一志 • 藤原 ・師崎層

群の対比；吉田 (1992).

3)西南日本：山内 ・高安 (1987)ー中国地方の新第三系の対比 ；Itoigawa(1989)ー熱帯

的古環境による対比．

4)日本：千地ほか (1989)ー前・中期中新統（東北地方～中国地方）の対比；鹿野ほか（編）

(1991). 

5)関連する地域：松丸ほか (1982)一守屋累層からの MiogJゅsinaの産出；拍野ほか (1988)

ー北陸区の対比；加藤・大塚 ( 1992) ー野島層群の年代 • Vicaiya の産出；須崎・箕浦 (1992)

一青森地域の対比； 白石・的場（1992)一秋田地域の対比 ；小林・ 立石（1992)一新潟地域の

対比；小坂ほか (1992)ー北部フォ ッサマグナ地域の対比 ；藤井はか (1992)ー北陸地域にお

ける対比；高安はか (1992)ー山陰地域の対比．

6)翼足類 (Pteropod)の産出： 糸魚川ほか（1974)一瑞浪層群； Shibata(1978)一富草層

群； Shibata(1983)ー東部瀬戸内・八尾・掛川地域； Shibataet al. (1989)ー西部瀬戸内地

域； Shibataand Ujihara (1989)一熊野層群；柴田・氏原(1990)一日本（東北地方～九州地

方）の新生界．

以上のような既存のデータを総合し，各層群 ・累層を位置づけた．これまでと大きく異なる

点をあげると，岩村層群の阿木累層はこれまで，可児層群の中村累層，瑞浪層群の土岐爽炭累

層に対比されてきたが，平牧累層•本郷累層に対比されることになった ． 層序的に上位の遠山

累層に連続すること，また，海成層の存在が確かめられたことによる．

尾崎・松浦 (1988)はK-Ar, FT年代に基づいて，神戸層群を後期始新世～前期漸新世とし

た．白川累層中の植物化石，多井畑累層中の軟体動物化石は中新世型であり， この年代とは整

合しない．対比・古地理図において，淡路島～神戸市南部地域を除く，神戸層群を対象外と し

た．

小林 (1989)は瑞浪層群 ・可児層群のFT年代を示した．新旧の逆転などの不合理な数値が

含まれているので，検討したが対象からはず した．林 ・輿水 (1992)はFT年代， 貝化石から

設楽層群下部を古第三紀とした．筆者らは貝化石の年代について異なる見解をもっているの

で，このデータは使用しなかった．

前回の対比の基礎は各堆積盆地における古環境変遷のパターンの類似であった．いくつかの

絶対年代，浮遊性有孔虫年代がその対比の枠づくりに使用された．今回は年代に関するデータ

がふえたことに伴い， 先に適用された古環境変遷パターンの頬似に歪みが生れた．年代 ・対比

において，絶対年代，微化石年代が優先されるべきではあるが，全体の古環境 ・古地理的拡か

りなども考慮される必要がある．海進一梅退のフェーズのずれなども考慮して最終的に調整し

た．もっとも確かな基準としたのは可児一瑞浪地域の層序・年代である．

なお，年代の多少のずれは，この精度の年代の区切りで古地理図をえがく 上では， 影響が少

ないことも事実である．しかし，基本にかかわることであるので，将来において，さらに検討

し，改定が加えられなければならない．

関連する地域の対比の基礎は主に次のデータによる．
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佐世保：鹿野はか（編） （1991) ;加藤・大塚 (1992)

北部フォッサ・マグナ：松丸ほか（1982);小坂ほか(1992)

常磐地方：千地はか (1989).すでに論じた(Itoigawa,1988)ように，軟体動物化石群の連

続性などから見て，この年代には疑問もあるが， ここでは主要なことでないので， とくにふれ

ない．

3.古地理・古環境

今回の古地理図作製は前回の古地理図を下敷きとし，新しい資料を加えて検討した結果であ

る． 参考とした資料は次の通りである．

1)瀬戸内区各地：柴田・伊奈 (1983)ー設楽盆地；田口（1984)一津山盆地；氏原ほか (1988)

ー富草盆地；上田 (1991)一三次・庄原盆地；松本 (1991)一鳥取・津山盆地；Itoigawa(1992) 

ー東濃地域（瑞浪ほか）．

2)瀬戸内区：柴田 (1985);柴田 ・糸魚川 (1989);伊奈 (1990)一瀬戸内区東部の植物化

石；吉田 (1992).

3)西南日本：拍野・糸魚川 (1988)ー中部地方西部；Itoigawaand Yamanoi (1990) ; 

Itoigawa (1991 a). 

4) 日本：千地はか(1989); Chiji et al. (1990) ;鹿野ほか（編） （1990). 

5)関連する地域：中川・竹山 (1985)ー内浦地域；須崎・箕浦（1992)一青森地域；白石・

的場（1992)一秋田地域；小林・立石（1992)一新潟地域；小坂ほか（1992)ー北部フォッサ・

マグナ地域；藤井はか (1992)ー北陸地域；高安ほか (1992)ー山陰地域 ；Yoon(1992)ー朝

鮮半島南部．

古地理図の層準は 6（①～⑥)とした（第 3図）．前回の 8層準は 3回の海進ー海退のサイク

ルの始め，最大時，終り (3回目のサイクルでは終りはない）に対応したものである．今回は

サイクルの考えにずれが生じたこと，層準によっては地層の分布が限られていて，意味が少な

いなどの理由により， 6層準とした．その年代，前回との対応は次のようである．

① 21Ma.可児層群蜂屋累層の絶対年代が決定したことにより，新しく設定した．

② 18.5Ma.前回の I-1~ 2の間瀬戸内区への海進開始の直後

③ 17.5Ma.前回のII-1. 2回目の海進の初まり．

④ 17Ma.前回のII-2にほぼ対応し，地域によってはII-1,II-3に近い．2回目の海

進の進行，地域によっては最大海進．

⑤ 16Ma士．前回のIII-1.3回目の海進が始まり，全域に及んだ．tropicalspike (ltoi-

gawa, 1989), Climatic optimum-1 (Barron and Baldauf, 1990)の時期である．

⑥ 15Ma士．前回のIII-2.最大海進時

各古地理図について簡単に説明し，変更点，問題点などについてふれる．

① 可児層群蜂屋累層のK-Ar年代が求められたことにより，この時期の古地理図がつくら

れた．火山砕屑性で，淡水域～陸域であった．同時代の地層としては紀伊半島の牟婁層群，掛

川地域瀬戸川層群（大井川層群を含む）がある．これらは前弧海盆堆積層で，付加体の可能性

がある．

② ―志，師崎地域へ最初の海進があった．可児，瑞浪，関の地域に湖が発達し，褐炭の堆

積があった．岩村盆地の淡水湖はこの時期のものでないことが判明し，③の時期へ移した．

③ 2回目の海進が初まり，沸が以前より拡がった．周辺地域（たとえぱ瑞浪ー岩村地域）



では淡水一汽水域が存在した．

瀬戸内区の中新世古地理（改訂版）

山陰地域の古地理図は高安ほか (1992)
，
 

を参考にしたものであ

る．

④ 2回目の海進の最大期で，伊勢湾を中心とした地域に広い洵盆が生れた．海は東北（富

草地域），西（奥山田地域）にまで，奥深〈入り込んだ．瀬戸内区西部（中国地方）の各地に淡

水性の小湖盆が生れた．

⑤ 3回目の海進により，瀬戸内区西部，紀伊半島に海が侵入した．瀬戸内区西部，瑞浪地

域は強い暖流の影響を受け，マングロープ沼が発達した．海中条件は前者で沖縄南部，後者で

奄美大島の現在の状況に近かったことが推定されている（Itoigawaand Yamanoi, 1990).瀬

戸内区西部のうち，北部（三次一庄原一津山地域）と南部（岡山一小豆島一淡路島）とは連続

していたと推定している．これは高安ほか (1992)の，両者が連続していないとする古地理図

と異なる．倉敷市中庄のマングローブ沼棲の軟体動物化石群集，児島湾の地下における層序を

考慮してこの推定を行った．
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Fig. 4. Miocene paleogeographic maps of the Japanese Islands 
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⑥ 最大海進期である．伊勢湾を中心に南（太平洋側）へ開いた海湾(gulf)と瀬戸内区西部

を西北西ー東南東の方向に横断する内海(inlandsea)が存在した．西の海盆は日本海側，太平

洋側の両方に連続していた．前回の古地理図で，この時期に，東西の瀬戸内区の海が連続して

いるとしたか， 二上山地域の火山岩類の絶対年代がこの時期に近いことが判明したので陸域を

推定した．この結果，東海地方一近畿・中国地方へつながる海域は存在しなかったことになる．

このことは石田 (1979)の古地理図と一致する．

⑤，⑥の時代に，神戸層群の存在に基いて大きい淡水湖が設定されていたが，前述のように，

年代について両論あるので，今回はその湖を除外してえがいた．

瀬戸内東部のうち， 伊勢湾以東の地域において，伊奈 (1990)の資料によ り，古植生を加え

た．

17Ma, 16Maの2つの時代における， 日本列島（本州～九州）の古地理図を作製した（第 4

図）．千地ほか (1989),Chiji et al. (1989)の古地理図を基礎として，最近のデータを加えて

改訂したものである．瀬戸内区の細部，東北地方，九州地方などの古地理に修正が加えられて

いる．また，古海流の状況が記入されている．

4.まとめ

1)柴田・糸魚川 (1980)の古地理図を新しいデータを加えて改訂した．

2)古現境の変遷パターンと，絶対年代，微化石年代を調和させて，新しく対比を行った（第

2図）．

3) 6つの層準について古地理図がえがかれた．前回の古地理図とは① ：新規，② ： I -1 

~ 2の間，③ ：II-1，④II-(1)~ 2 ~(3),⑤ ： III-1，⑥ ： III-2のように対応する．

4)改訂された主な点は次の点である．

a.① （21Ma層準）の古地理図が設定された．

b. 阿木湖（前回の I-2)はよ り新しい時代へ移された（③）.

C. 神戸湖（前回のIII-1, 2)は年代の問題かあるので削除した．

d.⑥の古地理図（前回のIII-2に担当）で，瀬戸内区東部と西部を分断する陸域をつくっ

た． したがって，東海地方より西へ，近畿地方をへて中国地方へ連続する，古瀬戸内海は存在

しないことになる．

5) 16Ma, 17Maの本州～九州の古地理図をえかいた．

6)今後の課題として，次の点があげられる．

a.対比をより確実なものにすること． とくに，絶対年代・微化石年代などのデータをより

多くし，古環境変遷のパターンによる対比の可能性を確め，調和をはかること．

b.年代について両論あるものを確実に決定すること（例：神戸層群， 設楽層群）．

C. 各地の古地理・古環境をより精細に復元すること．

d.不足している古環境指標を加えること．特に，陸域の状況についての情報を増加させる

ことが必要である．植物化石，堆積物の起源などについての研究がそれにあたる．

e.地理的・時代的に拡大し， 日本列島の新生代の古地理の復元を行うこと．
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